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衆
議
院
議
員
柿
澤
未
途
君
提
出
「
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
八
十
九
号
）
が
規
定
す
る
経
過
措
置
は
、
国
家

公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
八
号
）
附
則
第
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
く
委
任
の
範
囲
内

で
定
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
後
、
国
家
公
務
員
制
度
の
改
革
を
検
討
し
、
実
施
し
て
い
く
中
で
、
当
該
政
令
の
取
扱
い
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
法
制
的
な
問
題
処
理
能
力
」
の
意
味
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
内
閣
が
政
令
を
制
定
す
る
に
当
た

っ
て
は
、一
般
に
、当
該
政
令
を
所
管
す
る
こ
と
と
な
る
府
省
に
お
い
て
法
制
上
の
問
題
を
含
め
て
検
討
し
た
上
で
立
案
し
、

内
閣
法
制
局
に
お
け
る
審
査
を
経
た
後
に
、
当
該
府
省
の
大
臣
の
責
任
に
お
い
て
閣
議
に
か
け
、
閣
議
に
お
い
て
決
定
す
る

も
の
で
あ
っ
て
、
現
内
閣
は
、
法
制
的
な
問
題
処
理
能
力
を
十
分
備
え
て
い
る
と
考
え
る
。


